
令和７年度 松元ブロック小中学校連携研修会【活動まとめ】 

１ 研究主題 

 

 

 

２ 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会合・部会名 出席者 取組内容 

１ 
推進委員会 

（旧打合せ会） 

各校教頭，教務主任 ・ 推進計画の立案 

・ 研修会の運営について事前打合せ・調整 

２ 

全体会 全職員 ・ 松元ブロック小中連携研修会（年２回）の開催 

・ 全体としての取組等の確認 

・ 第１回（６月）第２回（２月） 

３ 
生徒指導部会 各校生徒指導主任 

＋各校分担職員 

・ 生徒指導における共通実践の協議及び実践 

４ 
中１部会 松元中１年担任 

各小学校前年度６年担任 

・ 中学校１年生の状況をもとに，小学校との連携 

・ 小学校卒業時における中学校への引き継ぎ 

５ 

学習指導部会 各校教務主任 

（重複の際優先） 

＋各校分担職員 

・ 授業改善や研究授業の呼びかけ 

・ 学業指導や家庭学習などの共通実践事項の協議

及び実践 

・ 指導計画や教材の共同開発 

６ 

特別支援教育部会 各校特別支援コー

ディネーター 

特別支援学級担任 

通級指導学級指導者 

・ 教育的ニーズに応じた合理的配慮の明確化 

・ 移行支援に関する情報の共有 

・ 校内支援体制についての情報交換 

・ 合同学習会の実施 

７ 

養護教諭部会 各校養護教諭 ・ 保健指導における共通実践事項の協議及び実践 

・ メディアコントロールの取組の協議及び実践 

・ う歯治療率の向上 

これからの時代に必要な「確かな学力」などの「生きる力」を育む児童生徒の育成 

～系統性・連続性を確保した効果的な小中連携のあり方～ 



 

３ 申し送り事項 

(1) 小中連携研修会において，年１回は当番校が授業参観を行う。 

   ※  授業参観の形式や方法については，学校の規模・状況に応じて，検討し行う。 

(2) 校内研修への参加交流を積極的に行う。 

   ※  各学校への案内，参加調整は，開催校が行う。 

(3) 教員間の交流による授業交流（小⇔小，小⇔中の交流） 

(4) 小中連携研修についてのまとめ（全体会・部会の報告を当番校が取りまとめ，２月末までに，「研

究のまとめ」として報告する。報告は，当番校が，市教育委員会に行い，各学校に，HP掲載の

ためのデータを送る。各学校は，３月中には，HPに掲載できるようにする。 

  (5) 松元中の職場体験学習については，前年度中に実施の有無について各小学校に依頼文書を出す。 

 

４ 年間活動報告 

日付 内容 備考 

5/2１ 

（水） 

第１回小中連携研修会に係る打合せ会 

 ○ 前年度の成果と課題の確認 

 ○ 今年度の方向性の検討 

会場：石谷小学校 

当番校学校長 

教頭，教務主任 

6/2３ 

（月） 

松元ブロック小中連携研修会 

 ○  授業参観（参観可能な職員） 

 ○  分科会（共通実践事項の協議，年間計画の作成等） 

○  全体会（今年度の方向性の確認） 

会場：石谷小学校 

※雨天のため授業参観中止 

→分科会オンライン開催 

（養護教諭部会対面） 

 

各部会の実践（取組みの例） 

○ 生徒指導部会 

  ・ 生活のきまりをもとにした共通実践 

○ 学習指導部会 

  ・ 校内研修等の研究授業の相互参加 

  ・ 授業開始時の重点事項の検討及び実践 

  ・ 行事や校時表の見直し 

○ 中一部会 

  ・ 卒業時における中学校への引き継ぎ 

  ・ 入学後の生徒の様子についての情報交換 

  ・ 小学校のうちに身に付けておいてほしいことの共有 

○ 特別支援教育部会 

  ・ 移行支援シートの作成に向けての共通項目等の協議 

  ・ 校内支援体制についての情報交換 

○ 養護教諭部会 

  ・ 保健指導や治療呼びかけについての情報交換 

  ・ メディアコントロールの共通実践 

県民週間を活用した授業参

観 

他校への職員研修（提供授

業）への参加 

 

2/６ 

（金） 

第２回小中連携研修会打合せ会，行事調整会 

 ○  今年度の取組（成果と課題） 

 ○  来年度に向けての課題設定 

 ○  来年度の日程調整（打合せ会，全体会 等） 

（会場）石谷小学校 

※オンライン 

当番校学校長 

教頭，教務主任，幼稚園代表 

 

 



５ 各部会の取組及び成果と来年度に向けての取組について 

（１）生徒指導部会 

テーマ 豊かな人間性を育む生徒指導は，どうあればよいか。 

共通実践 

【１分前着席と黙想】 

低、中学年：チャイムと同時に授業を始める。    

高学年：１分前着席と黙想 

中学校：チェックシートの活用、専門部の活用で自発的に行動できるようにさせる。 

（例）週に１回程度ノーチャイムデーを設けて意識づける。 

実態調査 

 

 

 

 

 

 
        10月         12月          ２月 

 

（２）中一部会 

テーマ 中一ギャップを解消するための指導は，どうあればよいか。 

共通実践 

【時間を意識して行動，話を静かに聞く】 

・自ら時計を見て行動し,１分前着席と１分前黙想に確実に取り組む。                                  

・移動教室の際には遅れずに無言集合・無言移動し,何事も遅れることなく行動できる子

供を育成する。 

・人が前に立ったら，静かにするなど，話を静かに聞くことができる子供を育成する。 

実態調査 
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質問１（10月）

1 2 3 4

１ 実践できた。児童生徒の実行力が習慣化している。 

２ 実践できた。児童生徒の実行力には少し課題がある。 

３ 実践できた。児童生徒の意識にはかなり課題がある。 

４ 実践できなかった。 

質問 （小低中学年）チャイムと同時に授業を始める。     

（小高）1分前着席と黙想 

（中全）チェックシートの活用 
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質問１ 1分前着席と 1分前黙想に取り組む。 

質問２ 移動教室の際は、遅れることなく「無言集合」 

「無言移動」に取り組む。 

質問３ 話を静かに聞くことができるようにする。 

１ 実践できた。児童生徒の実行力が習慣化している。 

２ 実践できた。児童生徒の実行力には少し課題がある。 

３ 実践できた。児童生徒の意識にはかなり課題がある。 

４ 実践できなかった。 
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（３）学習指導部会 

テーマ 確かな学力を育む学習指導は，どうあればよいか。 

共通実践 

・１分前着席は時間を守ることの大切さを伝えながらこれからも取り組んでいく。 

・「書く」活動がとても大切であるため，ＩＣＴを有効活用しながらも，しっかり文字

を書く時間をとる。 

・子どもの活動や宿題など，ルールを分かりやすく決めて見届けをしていく。 

 

実態調査 
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質問１ 1分前着席と 1分前黙想に取り組む。 

質問２ ICT活用と並行して、書く力を育てる 

質問３ 家庭学習のルールを決めて見届ける。 

１ 実践できた。児童生徒の主体的な家庭学習が習慣化している。 

２ 実践できた。児童生徒の主体的な家庭学習には少し課題がある。 

３ 実践できた。児童生徒の書く力にはかなり課題がある。 

４ 実践できなかった。 
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（４）特別支援部会 

テーマ 特別支援における児童・生徒への対応と連携について 

共通実践 

【自立活動や生活単元学習の充実】 

・自立活動や生活単元学習，各教科の指導を充実させ，それぞれの学校で工夫した成

果や課題を持ち寄り，次年度に生かしていく。 

・中学校・高校への進学先までを考えた，学年ごとの系統性を探る。" 

       

 

実態調査 
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質問 自立活動や生活単元学習，各教科の指導 

を充実させる。 
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１ 実践できた。工夫を行い、成果があった。 

２ 実践できた。工夫を行ったが、課題があった。 

３ 実践できた。特に工夫はなかった。 

４ 実践できなかった。 
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効果のあった具体例 

10月 〇各教科の指導で、ある程度子供に授業を任せることで授業への取り組み方がよい方へ向

かったが、内容に課題が残った。 

〇自立活動で活用できそうな教具をいくつも購入できたことが一番の成果と思う。また、

SSTで活用するために、学年に応じたSSTカードをタブレットの共有ノートに保存し

ておくことで、支援学級で活用することができた。 

〇聞き取りワークシートにとり組ませることで，児童の注意力や短期記憶において実態把

握ができつつある。 

〇「カレンダー作り」や「季節のお飾り作り」などを通して，自己表現や発表会をさせる

ことで，自己肯定感を高めることができた。 

12月 〇季節の装飾（クリスマスツリーなど）を行った。子供たちは意欲的に取り組んでいた。

〇農作物の栽培から、収穫、調理までの一連の流れを行った。当番活動を通して、作業へ  

の責任感や達成感を得ることができた。 

〇「聞くこと」を重視した活動を行い，指示の数やスピードで子供の理解に違いが出てく

ることが分かった。         

〇一人一人に応じた活動や課題とするテーマでの活動を行った。意識の変化や生活の場で

生かそうとする姿が見られた。        

〇遊びを通した SST 野菜栽培を軸としたさまざまな取組（畑づくり・苗販売・調理） 

〇自立活動に活用できる教材・教具を計画的に購入して、指導に役立てることができた。

〇SSTトレーニングに活用できる教材をロイロノートで画像に残し，特支全体で共有す   

ることができた。         

〇自分たちで作ったカレンダーの販売に向けて，買い物学習で「お店屋さんごっこ」を計

画した。 

〇お金数え，品物選び，会計，持ち帰りまでの一連の流れを体験しながら学び，実際の販

売では，全員が意欲的に自信をもって販売活動ができた。 

〇進路選択に向けて、個に応じた進路学習ができた。３年生は、自分が学びたいことをみ

つけ、希望する受験高校を決定することができた。    

〇特別支援学級全体で，芸術を楽しもうと一枚板に絵を描くことができ，新たな発見や気

付きのある児童が見られた。また，それぞれの鑑賞をする事ができ，互いを認め合う姿

も見ることができた。 

〇栽培を行いました。作業学習を通して、仲間とともに活動する喜び、責任を果たす大切

さなど多くのことを学んだ。授業をある程度児童に任せて勧めることで，主体的な(自分

で考える)学習につながった。 

〇他校との交流を通して，コミュニュケーション能力の向上を図れた。 

△子どもたちみんな楽しみにしていたが，当日はテンションが上がりすぎて自分勝手な行

動をとる場面があった。集団での活動における適切な態度や過ごし方を学び，身につけ

ていくことが今後の課題である。   

2月 〇聞くことに特化した活動で，注意して聞く意欲や集中力を高めることができた。 

〇アンガーマネジメントやサーキットゲームを通して、気持ちが高ぶったときに体を動か

して切り替える力が育ってきた。 

〇活動後の振り返りや落ち着いて考える話し合い、みんなでのルールづくりにより、勝負

ごとへの強いこだわりにも少しずつ折り合いをつけようとする姿が見られるようにな

った。 

〇自分の気持ちや行動を言葉で整理し、次に生かそうとする意識が高まりも見られた。" 

〇中3年生は、自立活動の中で受験の日程の確認、面接の練習等行い、落ち着いて入試に

臨むことができた。 

〇中１，２年生（知）は、冬野菜の栽培を通して、作業内容、役割や安全、協力の大切さ

を学ぶことができた。 

〇気持ちの安定を図る時間として活動を行い、全体的に落ち着いた学校生活を送れている

生徒が多い。" 



〇生活単元学習「体を楽しく動かそう」→異学年が交流しながら，楽しく体を動かす様子

が見られた。 

〇①自分の怒りと上手に向き合うには ②正しい距離感 ③相手の気持ちを考えよう 

など自分たちの身近に起こりうる場面を想定しながら考える活動を行った。その内容を

保護者にも伝えたり，特支部会で共有したりすることができた。 

〇「だいこんおでんをつくろう」 

 各学級みんなで役割分担をし、収穫の喜びを味わうことができた。 

〇「校外学習」 

 発達段階に応じて、時計、買い物、交通ルール、公共交通機関・公共施設の利用の仕方

など、事前指導を行い、実際の場面でも指導・確認することができた。楽しく学習する

中で、生活力を高めるきっかけづくりができた。" 

〇読み聞かせを続けることで、少しずつ落ち着いて話を聞けるようになってきた。 

〇野菜栽培と小集団の遊び体験を核とした、自立活動 

同学年で，早く終わった子がまだ考え中の子に教えあう時間を意図的にとった。 

学び合うことが楽しかったようで，色々な場面で少しずつ習慣化されている。" 

〇ビジョントレーニングを続けることで、生活や学習上の困りごとの克服や改善に役立っ

ている。 

〇見る力を高めることで、学習に取り組む際に必要な情報処理や眼球運動の調整などがう

まくできるようになり、困りごとが解決しやすくなった。 

例えば、以前は転がってきたボールをキャッチすることが難しかったが、はみ出さない

ように意識しながら塗り絵をしたり、お手玉遊びをしたりすることで徐々に目と手の協

応運動がなされている。「見る」と「動く」の能力のつながりが向上してきた。子どもが

楽しみながらチャレンジできるように環境を整えたい。" 

〇自立活動においては，週 1時間取り体を動かす運動やカルタなどカードゲームに取り組

むことで，順番を守ったり､譲ったりする場面が見られるようになってきた。 

授業の 45 分のうち 15〜20 分程度の自立活動の時間を設定することで継続的にコミ

ュニーションに対する力を養うことができた。 

〇生活単元として、毎月カレンダーを作ることができ，お互いの作品の良さを認め合うこ

とができた。 

 

 

（５）養護教諭部会 

テーマ スムーズな運営のための各学校の連携はどうあればよいか 

共通実践 

【メディアコントロール】 

① メディアコントロール（生活リズムを含む）について実施する。 

② 視力低下の実態把握と情報共有を行う。"    

    

 

成果と課題 

松元中 ○ メディアの利用時間について改善しようという意識は高まっている。  

✖ 行動化が図られていない。 

生徒会保健部が 1,2 年生の中間テスト前の

期間で調査した。全校生徒の平日の「スマホや

テレビなどの目ディアの利用時間」の割合を

示している。 

 １２％の生徒は利用なしと回答したが，３

時間以上利用している生徒もいる。生徒会保

健部でもテスト前の時期は，引き続き意識を

高め，メディアの使い方について考えたいと

反省をあげていた。 



【取組についての感想】 

〇夜９時以降はスマホを触らないという決まりを守っている。これからも続けたい。 

〇自分に合った使い方を考えていきたい。          

〇テスト期間だけでなくルールを守りたい。 

△テスト勉強中も何回も触ってしまった。  

△テレビの時間はなかなか減らせなかった。  

松元小 〇各家庭で、メディアとのつきあい方を考える機会となった。 

【児童の実態】①食事や宿題がスムーズに終えられた 

②睡眠がしっかりとれて、すっきりした等生活時間の使い方や体への影響を実感し

ていた 

△日ごろからメディアの使い方に気をつけている家庭もあるが、家族みんなメディア好

きなのであまり取り組めません。という保護者からの意見もあった。 

春山小 〇親子でメディアとのつきあい方を考える機会となった。親子の会話が増えた，読書が

できた等プラスの成果があった。視力低下のポスター掲示をすることで，関心をもつ

ことができた。 

△親自身が，メディアコントロールに取り組めないため，子どもも取り組めなかったと

いう家庭もあった。また，タブレットを使用しての学習についてのご意見もあった 

石谷小 〇視力低下防止のポスターを作成し，5校で共有した。本校では，ラミネートしてマグ

ネットをつけたものを各学級に配布。タブレットを使用する授業時に掲示してもらう

ようにした。 

△メディアコントロールを２回実施したが，２回目の１１月は，QRコードでの提出と 

インフルエンザの流行時期が重なり，回収率が６０％未満だった。 

東昌小 〇各家庭で「〇〇時に〇〇を OFF」というルールをつくってもらい、家の目につくと

ころに貼ってもらったり、メディアコントロール週間の項目に入れたりして意識づけ

られるようにした。視力低下防止のポスターで、タブレット等の使い方が意識できた。 

△各家庭で決めたOFFのルールが１・２年生の達成率は９０％近いのに対し３年生以

上は６８％と低かった。 自分たちで決めたルールなのでもう少し意識して取り組ん

でほしかった。 

 

 

松元地区 小中学校の視力検査結果（裸眼視力 1.0未満の者の割合）の推移 

 
 

 

学校名 R5 R6 R7

松元小 33.6 31.5 29.0

春山小 35.9 33.5 31.9

石谷小 36.1 34.2 36.0

東昌小 16 22 24

松元中 23.9 23.9 25.7


